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平成平成平成平成 22222222 年度事業報告書年度事業報告書年度事業報告書年度事業報告書    

 

 

 平成 22 年度も前年度に引き続き、当財団の目的である宇宙科学に関する研究の支援、

助成、広報に係る基本的な事業を継続して行ってきました。若手およびシニア研究者の

海外渡航への支援については当財団の活動として周知され、毎年多くの研究者の方々に

応募していただくようになりました。並行して行っている日本国内での国際会議主催の

支援も平成 22 年度は応募件数が飛躍的に増加しました。審査会の要望により従来の随時

応募受付随時審査を止めて、来年度より上半期開催分と下半期開催分の２回に分けて応

募締め切りを設定することにしました。平成 20 年度に創設した若手研究者対象の宇宙科

学奨励賞は本年度が第 3 回となりますが、今年度は選考委員会の報告を受け、理学系の

若手研究者１名に宇宙科学奨励賞を授与することとなりました。 

 平成 23 年度中に新公益財団法人への移行の認定申請を行うこととし、次年度よりの財

団の運営、事業形態、会計処理法に適応できるよう対処しました。 

（１） 本年度まで収益事業として行ってきた特別事業は、実際は公益性の高い宇宙

科学に関する啓蒙・教育活動を行うもので、その内容は科学衛星成果のアーカイ

ブ、ビデオ・DVD や科学衛星のプラスチックモデルなどを文部科学省宇宙科学研

究所（現宇宙科学開発機構宇宙科学研究所）の委託を受けて頒布を行ってきまし

た。この事業に関する特別会計は従来経常的に赤字決算であり、毎年度一般会計

からの資金繰り入れで成り立っていました。平成 23 年度よりこの特別事業、特別

会計を終了し、今後はビデオ・DVD 等の委託頒布は取り扱わないことといたしま

した。 

（２） 上記の決定に伴って、特別会計事務を今年限りで終了することとし、その決

算に伴う残余の資産を一般会計に移します。なお、現在は平成 16 年度に改定され

た現行の会計基準（H16 会計）に従って会計処理を行っておりますが、今回提出

しております決算書がその最終回となり、平成 23 年度よりは新公益財団法人対応

の公益法人会計基準（H20 会計）に基づいた会計処理を行うことを予定します。 

 

１．１．１．１．    宇宙科学奨励賞宇宙科学奨励賞宇宙科学奨励賞宇宙科学奨励賞    

財団法人宇宙科学振興会では宇宙理学・宇宙工学の分野で優れた研究業績をあげ、将

来宇宙科学を推進する中心となるものと期待される若い研究者を顕彰し、宇宙科学分野

の進展に寄与することを目的とした宇宙科学奨励賞を平成20年度に創設しました。この

事業ではまず関係学会（現在は14学会）に候補者の推薦依頼、宇宙科学各分野の研究者

より、37歳以下（これは大学院卒業後約10年間を目途とするとの趣旨）で最近著しい成

果を挙げている若手研究者を推薦していただきます。そして寄せられた推薦に基づいて、

各分野の有識者で構成される選考委員会により候補者の審査・選考を進めます。選考委

員会は原則として宇宙工学関係から1名、宇宙理学関係から1名、合計2名の候補者を選出

します。理事長はその選考委員会の推薦に基づいて該当年度の授賞者を決定します。 
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平成 22 年度は第 3 回目となりますが、関係学会等各分野から理学工学合わせて 11 名

の受賞候補者の推薦を受けました。選考委員会において審査の結果、工学関係は授賞該

当者なしとなりました。理学関係では名古屋大学理学部の GCOE 研究員である石原大助氏

に第 3 回宇宙科学奨励賞を授与することとなりました。 

表彰式は平成23年3月8日に霞が関ビル東海大学校友会館で開催され、石原大助氏には

武井理事長より本賞（表彰状と表彰楯）と共に副賞（賞金20万円）が贈呈されました。

当日は引き続き石原大助氏による受賞記念講演が行われ、その後財団主催の祝賀会が開

かれました。 

    

    

２．２．２．２．    若手及びシニア国際学会出席旅費支援事若手及びシニア国際学会出席旅費支援事若手及びシニア国際学会出席旅費支援事若手及びシニア国際学会出席旅費支援事業業業業    

この事業は平成 9 年度に創設されました。当初は宇宙理学及び宇宙工学に関する独創

的・先駆的な研究活動を行っている 35 歳以下の優れた若手研究者に対して、海外で開催

される国際学会に出席する費用の支援を行ってきました。平成 18 年度からは、大学及び

研究機関などを退職後も、活発な研究を行っておられるシニアの研究者の方に対しても、

支援を開始しています。 

この事業は年 3 回応募締め切りを設定する公募型の事業です。応募の締め切りは 5 月

15 日、9 月 15 日、1 月 15 日の 3 回とし、それぞれ 7 月～10 月、11 月～2 月、3 月～翌

年度 6 月の渡航を対象とします。これに応募し、旅費支援を申請した書類は当財団の助

成審査会において採否が審査されます。従来応募総数に対する採択率は平均して 3 分の

1 程度です。審査の結果採択された助成対象者は、その発表論文テーマ、国際会議名、

開催場所、日時等の情報を含めて財団のホームページに公表しています。そして渡航後

には国際会議で発表の成果についての報告書を提出願い、それをホームページに掲載し

ています。 

平成 22 年度も例年通り 3 期に分けた公募を行ないました。この公募は、財団の公式ホ

ームページの他に関係学会（現在 14 学会）の学会誌または学会ホームページを通じて通

知されました。採択者には 1 件当たり 10～25 万円としており、平成 23 年度中に 15 件程

度の国際会議出席旅費支援が可能です。平成 22 年度の採択につきましては、6 月に 10

件、10 月に 4 件、2 月に 2 件 合計 16 件（応募者総数 46 件)の支援を研究助成審査会の

審査を経て決定しました。このうちシニア研究者の国際研究集会参加に対する補助は 2

件でした。 採択者には公示の枠内（1 件当たり 10～25 万円）で渡航国、渡航時期に従

って算定した標準的なエコノミークラス割引航空券代及び滞在費の一部が支給されまし

た。採択者のうち 2 名は本人都合により辞退されました。また、2 名は平成 23 年 4 月以

降の出張であり、会計上は平成 23 年度の決裁となります。平成 22 年度予算で本事業に

払った助成金額合計は 2,260 千円です。表 1 に平成 22 年度採択者一覧を示します。 
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３．３．３．３．    国際国際国際国際学会・国際学会・国際学会・国際学会・国際研究集会開催研究集会開催研究集会開催研究集会開催のののの支援事業支援事業支援事業支援事業    

宇宙科学分野（宇宙理学、宇宙工学）の国際学会・研究集会の日本国内での開催を主

催する組織・団体に対する支援・助成は当財団創設（平成2年）当初より行われてきまし

た。ただし、当初は宇宙科学分野の国際学会・研究集会の主催は宇宙科学研究所の研究

者が行うことが多かったので、全国公募ではなく宇宙科学研究所内部の研究者または衛

星プロジェクトなどで宇宙科学研究所と共同研究を進めている各大学の研究者が応募の

対象となっていました。その後この助成事業に対し全国的に関心・期待が高まってきた

ことを受け、平成19年度よりこれを宇宙科学研究所の事業に限らず、全国の研究機関・

大学において理論分野等も含めて宇宙理工学に関する国際学会・研究集会を主催する場

合には応募できるように、全国の研究機関・大学を対象とした公募型事業に発展させて

きました。従来は申請を受理するたびに審査会を開催し、その学術的意義と効果の審議

により採否の判定をしていました。最近では応募件数の増加傾向が著しく、平成22年度

においては年度初めの4月～6月の間に７件の応募を受け付け（全て採択）予算を使い切

り、以後の応募を打ち止めにしました(7件の国際研究集会の開催時期は5月～12月)。財

団の限度のある資源内で応募の機会均等性を確保するため、平成23年度以降は年度の上

半期（4月～9月）開催分の応募の締め切りを前年度1月15日、下半期（10月～3月）開催

分の応募申請の締め切りを7月15日とすることにしました。平成22年度採択し、支援した

国際学会・国際研究集会一覧を表2に示しますが、この支援事業に伴う助成金額合計は

2,100千円でした。 

 

４．４．４．４．    宇宙科学に関する知識の普及・啓蒙事業宇宙科学に関する知識の普及・啓蒙事業宇宙科学に関する知識の普及・啓蒙事業宇宙科学に関する知識の普及・啓蒙事業    

当財団が一般支援事業の科目で行っている本事業の目的は広く一般国民に対して宇宙

科学に関する知識を普及するとともに、若手青少年の宇宙科学に関する興味・関心を深

め、宇宙科学の将来の発展に寄与することです。一般国民、青少年を対象に同様の目的

で活動する他団体と連携して行います。 

平成22年度に支援、後援、共催を行なった事業を以下に示します。 

・宇宙科学講演と映画の会後援  

（主催：宇宙科学研究所、東京都区内にて年１度実施） 

・JAXA 宇宙科学研究所一般公開支援  

（主催：宇宙科学研究所、年１度実施） 

・宇宙学校後援  

（主催：宇宙科学研究所、年数回程度日本各地で宇宙科学講演会を開催） 

・宇宙科学研究所体験学習「君が作る宇宙ミッション」支援  

（主催：宇宙科学研究所広報委員会、全国の高校生を対象とする） 

・「モデルロケット全国大会」支援 

（主催：ロケット協会） 

・「衛星設計コンテスト」共催 

（主催：宇宙フォーラム、優秀作品に宇宙科学振興会賞を授与） 
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・国際会議「科学・技術・宇宙応用に関する日米会議」支援 

（主催：JUSTSAP、経費一部負担） 

・「Yuri's Night 2010」 

(主催:宇宙科学啓蒙活動団体「ジャンプトゥスペース」) 

・「国際宇宙科学・技術会議(ISTS)」共催 

（主催：ISTS実行委員会、優秀論文にに財団賞を授与） 

これらの団体から支援要請に対する受け入れは予算の許す範囲内で常務理事の判断で行

う。本事業は精神的な後援、連携が主旨であり、全体に対する今年度の助成額は1,279千

円でした。 

    

    

５．５．５．５．    基本財産の現況と運用基本財産の現況と運用基本財産の現況と運用基本財産の現況と運用        

 平成２年の当財団創設時に出捐会社・企業等から受けた寄付金は約 4 億 3 千万円でし

た。これはその後財団の基本財産として、長期、元本保証の公社債の買い付けで運用さ

れています。平成 22 年度末における指定基本財産現在高は 432,917 千円であり、これを

主とした基本財産の運用に伴う果実は 10,969 千円（約 2.5％）となり、当初の予算見積

もりを約 530 千円下まわりました。 

 

 

６．６．６．６．    賛助会員の加入状況賛助会員の加入状況賛助会員の加入状況賛助会員の加入状況    

現在の会員数は、13 法人（26 口

※

）です。 （※ １口 10 万円） 

    

７．７．７．７．    特別会計特別会計特別会計特別会計    

特別事業として運営していた①宇宙科学啓発ビデオ・DVD（＜宇宙へ飛び出せ＞シリー

ズ）の頒布、及び②宇宙科学関連グッズ（｢はやぶさ」プラモデル等）の頒布に伴う特別

会計は、棚卸、在庫処分、決算の後、残余資産を一般会計に移管の上、平成 22 年度をも

って終了します。 

 

以上 

 



表1.　平成22年度採択者一覧表1.　平成22年度採択者一覧表1.　平成22年度採択者一覧表1.　平成22年度採択者一覧

国際研究集会(海外）参加費用補助　採択者一覧（シニア）

№ 所　　属

氏　 　　名

（生年月日）

日本名　　　　　　　　　国際研究集会の

名称

主催団体 開催地 期　間

1

日本大学・総合科

学研究所・理工学

部・情報工学科

高野

タカノ

　忠

タダシ

第2回無線システムと宇宙プラズマに関

する国際URSIシンポジウム

The ２nd International URSI Symposium

on Radio Systems and Space Plasma

(ISRSSP 2010)

International Union

of Radio Science

(URSI)

ソフィア市

（ブルガリア

国）

2010年8月

25日～27日

2 なし

五

ゴ

家

カ

　建夫

タテオ 第38回宇宙空間研究委員会

 COSPAR 2010

COSPAR

ブレーメン

（ドイツ）

2010年7月18

日～25日

国際研究集会(海外）参加費用補助　採択者一覧（若手）

№ 所　　属

氏　 　　名

（生年月日）

日本名　　　　　　　　　国際研究集会の

名称

主催団体 開催地 期　間

1

独立行政法人日本

原子力研究開発機

構

小野田

オノダ

　忍

シノブ

2010原子力および宇宙放射線効果国際

会議

2010 IEEE Nuclear and Space Radiation

Effects Conference

IEEE Nuclear and

Plasｍa Sciences

Society Radiation

Effects Committee

ｺﾛﾗﾄﾞ州デン

バー

（アメリカ合衆

国）

2010年7月19

日～23日

2 京都大学

　金

カナ

田

タ

　さや

か

人間機械システムの解析，設計，評価に

関するシンポジウム

Symposium on Analysis，Design，and

Evaluation of Human-Machine Systems

IFAC/IFIP/IFORS

/IEA

Valenciennes

(フランス）

2010年8月31

日～9月3日

3

京都大学生存圏研

究所
新堀

シンボリ

　淳樹

アツキ 宇宙空間科学研究委員会

Committee on Space Research (COSPAR)

COSPAR

ブレーメン

（ドイツ）

2010年7月18

日～25日

4

早稲田大学理工学

部
荒尾

アラオ

　与

ヨ

史

シ

彦

ヒコ The　2010　Mechanics of  Time-dependent

Materials Conference

Mechanics of  Time-

dependent Materials

Conference

スロベニア 2010年9月5日

～11日

5 立教大学理学部

吉岡

ヨシオカ

　和夫

カズオ 第38回コスパー2010総会

38ｔｈ　COSPAR　scientific assembly

COMMITTEE　ON

SPACE　RESEARCH

ブレーメン

（ドイツ）

2010年7月18

日～25日

6

東北大学大学院理

学研究科

地学専攻

三浦

ミウラ

　均

ヒトシ

第7回アジア・オセアニア地球科学会年会

7th Annual Meeting and Geosciences World

Community Exhibition (AOGS2010)

Asia Oceania

Geosciences Society

Hyderabad

India

2010年7月5日

～

9日

7

宇宙科学研究開発

機構

宇宙科学研究所

 北村

キタムラ

　圭一

ケイイチ

第5回　ヨーロッパ数値流体力学会議

（ECCOMAS CFD 2010）

Fifth European Conference on Computatioal

Fluid　Dynamics　ECCOMAS　CFD　2010

The European Community

on Computational Methods

in Applied Sciences

リスボン

（ポルトガル）

2010年6月14

日～17日

8

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ工科大

学　航空宇宙工学

部

山本

ヤマモト

　南

ナ

海

ミ

子

コ

第7回　宇宙応用のためのマイクロ・ナノ

テクノロジー討論会

7th ESA Round-Table on MNT for Space

Applications

European Space

Agency

Noordwi jk,

The

Netherlands

2010年9月13

日～17日

9

宇宙航空研究開発

機構　宇宙科学研

究所

黒田

クロダ

　剛

タケシ

史

シ 第1回モスクワ太陽系シンポジウム

The first Moscow Solar System Symposium

ロシア科学アカデ

ミー・

宇宙科学研究所

モスクワ

2010年10月11

日

～15日

10

筑波大学大学院シ

ステム情報工学研

究科　構造エネル

ギー工学専攻

前田

マエダ

　慎市

シンイチ

49th AIAA Aerospace Sciences Meeting

Americaｎ

Institute of

Aeronautics and

Astronautics

Orlando World

Center

Marriott,

Orland,Florida,

2011年1月4日

～7日

国際研究集会(海外）参加費用補助　採択者一覧（若手）
平成２３年度計上分

№ 所　　属

氏　 　　名

（生年月日）

日本名　　　　　　　　　国際研究集会の

名称

英文名

研究発表論文タイト

ル

主催団体 開催地 期　間

1

筑波大学大学院シ

ステム情報工学研

究科　構造エネル

ギー工学専攻

上

ウエ

道

ミチ

　茜

アカネ 13th International Conference on Numerical

Combustion

Ultra-Lean Premixed

Flame Mechanism

Using Swirling Flow

Society for

Industrial and

Applied

Mathematics

(SIAM)

Corfu, Greece

2011/4/27

～

29日

2

日本大学大学院理

工学研究科

航空宇宙工学専攻

山崎

ヤマザキ

　政彦

マサヒコ

構造,構造ダイナミクスおよび材料学会（米国

航空宇宙学会）

Structures, Structural Dynamics, and

Materials Conference (SDM),AIAA

Low-Order Model of

Spin Type Solar Sail

Dynamics by

Empirical Model

Reduction

経験的低次元化を

用いたスピン型ソー

ラーセイルの低次元

モデル

American

Institute of

Aeronautics

and

Astronautics

(AIAA)

Denver

Colorado

アメリカ合衆国

コロラド州　デ

ンバー

2011年4月

4日～

7日



表2.国際学会・国際研究集会一覧表2.国際学会・国際研究集会一覧表2.国際学会・国際研究集会一覧表2.国際学会・国際研究集会一覧

№ 所　　属

氏　 　　名

（生年月日）

　　　　　　　　　国際研究集会の　名称 主催団体 開催地 期　間

1

東京大学大学院理学系研究

科 　地球惑星科学専攻
永原

ナガハラ

　裕

ヒロ

子

コ Material Circulation in the Early Solar

System

東京大学・北海道大学

箱根パレスホテ

ル

2010.5.29～

2010.5030

2

京都大学大学院理学研究科

付属天文台花山天文台
野

ノ

上

ガミ

　大作

ダイサク 降着現象を伴う近接連星系の物理

Physics of Accreting Compact Binaries

京都大学大学院

理学研究科付属天文台

京都大学理学

部

セミナーハウス

2010.7.26～

2010.7.30

3

宇宙航空研究開発機構

研究開発本部
木部

キベ

　勢

セイ

至

シ

朗

ロウ 国際宇宙航行アカデミー50周年記念

シンポジウム

国際宇宙航行アカデ

ミー50周年記念ｼﾝﾎﾟｼﾞｳ

ﾑ　　日本組織委員会

愛知県名古屋

市

ウインクあいち

2010.8.30～

2010.8.31

4

宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究所
齋藤

サイトウ

　義文

ヨシフミ

第5回アルフベン会議

5th Alfven Conference on Plasma

Interaction with Non-magnetized Planets

/Moons nad its Influence on Planetary

Evolution

北海道大学大学院

理学研究院

北海道大学

学術交流会館

2010.10.3～

2010.10.9

5

独）日本原子力研究開発機構

量子ビーム応用研究部門
辻

ツジ

　宏

ヒロ

和

カズ

第9回宇宙用半導体素子放射線影響国際

ワークショップ

The 9th International Workshop on

Radiation Effects on Semiconductor

Devices for Space Applications (RASEDA-

9)

日本原子力研究開発機

構　宇宙航空研究開発

機構

高崎シティギャ

ラリー

2010.10.27～

2010.10.29

6

宇宙航空研究開発機構

宇宙科学研究所

ISS科学プロジェクト室

夏

ナツ

井

イ

坂

サカ

　誠

マコト

第8回日中韓微小重力科学ワークショップ

8th Japan-China-korea Workshop on

Microgravity Sciences

日本マイクログラビティ

応用学会

仙台秋保温泉

2010.9.22～

210.9.24

7

理科学研究所

宇宙観測実験グループ
三原

ミハラ

　建

タテ

弘

ヒロ

全天X線監視装置MAXI：初年度の成

果

The First Year ou MAXI : Monitoring

variable X-ray sources

理化学研究所

青山学院大学

総研ビル国際

会議場

2010.11.30～

2010.12.2

平成22年度　国際学会開催支援申請書一覧










































